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社会科学における研究データ

• 社会科学 Social Sciences
• 社会の中での人間行動や社会現象を対象とする科学の総称

• 法学、政治学、経済学、経営学、社会学 など・・・

• 研究データは主に社会調査によって収集
• 定性的データ

• インタビュー、フィールドワーク、文書記録 など

• 定量的データ
• 行政管理データ、集計データ、個票データ など



質問紙調査（survey research）



質問紙による社会調査による個票データ



社会科学におけるデータキュレーション

• 調査（実査）が実施されてから、以下3段階でおこなわれる

1. 質問紙回収直後の段階
• エディティング、コーディング、クリーニング

2. 調査報告の段階
• 調査概要、コードブック、変数リスト

3. データ共有の段階
• データフォーマット、データ確認と処理、メタデータ

※あくまで、質問紙調査による個票データの話に限定



１．質問紙回収直後の段階

• 首尾よく質問紙が回収できた、とする

• しかし、回収された質問紙はそのまま入力することはできない

• なぜか？ →回答がしばしばキレイではないから
• 記入にミスがある、文字が読みにくい、空白になっている箇所がある

• そこで、必要となるのが、エディティング
• エディティングとは、回収された調査票の点検と修正

（１）「白紙」、いいかげんな回収票、不正記入票を見つけ出し、取り除く
（２）読みにくい字、誤字があれば、修正する
（３）不完全な回答を見つけ、できるなら修正する、できないなら無回答扱いとする
（４）欠損値を割り当て、数値を記入する
⇒これを通して、有効票を確定させる









１．質問紙回収直後の段階

• 時に、回答は自由回答（文章を自由に記入）で得られる
• 自由回答の利点

• 回答があらかじめ用意した選択肢に制約されないので、意外な回答が得られる

• 選択肢を用意できないような、詳細な情報が得られる

• 要望や苦情などはしばしば自由回答の形式をとるしかない

• 情報を調査者側が自由に加工できる

• そこで、必要となるのが、コーディング
• コーディングとは、自由回答の文章や言葉へと数値を割り当てること

⇒これを通して、数量的データができあがる



１．質問紙回収直後の段階

• 地域 総務省の標準地域コードなど

• 例）宮城県仙台市青葉区 04101

• 大学名 日本学術振興会の大学コードなど

• 例）東北大学 0132

• 職業名 日本標準職業分類など

• 例）大学教員 198



１．質問紙回収直後の段階

• エディティングおよびコーディングを終えた後、質問紙の回答
は入力される
• テキスト形式、エクセル形式など

• しかしながら、まだデータファイルは完成していない
・・・データの誤りを修正できていないから

• そこで、必要となるのが、クリーニング



１．質問紙回収直後の段階

• クリーニングとは、データの中の「誤った回答」「おかしい回
答」を、修正する作業

• エディティングとの違い
• エディティング ･･･調査票を1票1票みる

• クリーニング ･･･データファイルをみる

（１）そもそも対象外の人が回答していないか

（２）「ありえない値」が入力されていないか

（３）論理的エラーや矛盾はないか

⇒これらを通して、データファイルを完成させる



• 調査概要

『2005年SSM日本調査
コード・ブック』より

２．調査報告の段階



• 調査概要

『2005年SSM日本調査
コード・ブック』より

２．調査報告の段階



• 調査概要

奈良県『令和2年県民アン
ケート調査報告書』より

２．調査報告の段階



２．調査報告の段階

• カラム・ガイド

『1995年SSM日本調査
コード・ブック』より



２．調査報告の段階

• 変数リスト

リクルートワークス研
究所「全国就業実態パ
ネル調査」資料より



３．データ共有の段階

• データ共有は、もっぱらデータアー
カイブ（データレポジトリ）が担う

• データアーカイブとは、調査データ
を収集・保管・公開する機関
• 「データ版の図書館」のイメージ
• データアーカイブの意義

1. データの散逸を防ぐ
2. データを見つけやすく、アクセスしやす

く、相互運用しやすく、再利用しやすく
3. 分析の再現性を担保する
4. 新たな視角からの再分析を可能にする
5. 過去データとの比較可能性を確保する



３．データ共有の段階

• データフォーマット
１）最もシンプルな、テキスト形式（.csv）

２）社会科学でユーザーの多い、SPSS形式（.sav）

３）近年利用が増えつつある、STATA形式（.dta）



３．データ共有の段階

• データ確認と処理
• 報告書の集計表が再現できるかを度数分布表によりチェック

→ もしズレがあるなら、調査実施した方々へ問い合わせ

• データの再クリーニング
→ エラーをみつけたら、修正するか、エラーがある旨を文書に残すか

• 個人情報の処理
→ 調査の独自ID、地点情報など、個人情報とつながりうる情報は削除

• レアケースの処理
→ データ分析の結果として、レアケースであり、それが個人を特定しかねない場
合は何らかの対処

• 分類を粗くすることでレアではないようにする
• その質問の変数自体を削除する
• （SSJDAではやっていないが）時には、意図的にエラーを含めることも



３．データ共有の段階

• メタデータ
• 当該の調査のスペックを整理して、情報を示す

• 社会科学ではDDI（Data Documentation Initiative）というメタデータ国際標準
があり、それへと対応するように

• 示すべき情報
1. 調査の問題関心・目的などデータの実質的内容

2. 調査実施に携わった団体・研究会や研究者など形式的側面

3. 調査の概要が一読して分かるような重要情報

4. 実際に用いられた質問紙

• 調査の報告書や、前回調査・関連調査のメタデータを参照しつつ作成



調査票・コードブッ
ク・集計表など

委託者（経費）

寄託時の関連報告書・
関連論文

主要調査事項

公開年月日

トピック

特記事項
23

SSJDAでの概要作成の各項目

社会調査における基本的項目など15項目

調査の概要

調査対象

サンプルサイズ

調査時点

調査地域

標本抽出

調査方法

調査実施者



24

背景の問題関心

プロジェクト
概要

前回調査
関連調査

予算など



まとめ

• 社会科学では、社会調査により研究データを得ることが多い

• そのうち質問紙調査による個票データのキュレーションの実務を、
１）質問紙回収直後、２）調査報告、３）データ共有の各段階での
具体的作業について述べた

• FAIRの原理に適うための仕事の多くは、データ共有段階すなわち
データアーカイブが担っているとみてよい

• しかしながら、社会科学の調査データのうち、データアーカイブか
ら公開されているものは決して多くはない

• データアーカイブを育てるための支援を拡大すること、研究者・機
関にとってデータ共有をするためのインセンティブを与えること、
などがこれからの重要な課題といえる


